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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　本明細書に記載した方法および装置を特に示し、その例示の実施形態を参照することに
よって記載したが、当業者によって形式および詳細のさまざまな変更が行われ得ることを
理解されたい。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
［態様１］
　ロケット推進薬を製造する方法であって、少なくとも２種の炭化水素流体を組み合わせ
ることを含む方法。
［態様２］
　態様１に記載の方法において、前記ロケット推進薬が、ＲＰ－１規格を満たすことを特
徴とする方法。
［態様３］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２９８で測定し
た比重が、６０℃で０．７６０～０．８２５であることを特徴とする方法。
［態様４］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２９８で測定し
た比重が、６０℃で０．７９０～０．８１であることを特徴とする方法。
［態様５］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ　Ｄ－５６２３で測定し
た硫黄濃度が、３ｐｐｍ未満であることを特徴とする方法。
［態様６］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ　Ｄ－１３１９で測定し
た芳香族化合物含有量が、１ｖｏｌ％未満であることを特徴とする方法。
［態様７］
　態様６に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ－１３１９で測定した芳
香族化合物含有量が、０．０１ｖｏｌ％未満であることを特徴とする方法。
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［態様８］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ－１３１９で測定したオ
レフィン含有量が、０．１ｖｏｌ％未満であることを特徴とする方法。
［態様９］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ　Ｄ－３３４３で測定し
た水素含有量が、１３～１５ｗｔ％であることを特徴とする方法。
［態様１０］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の、ＡＳＴＭ　Ｄ－９３で測定した引
火点が、１３０～２２５°Ｆであることを特徴とする方法。
［態様１１］
　態様１に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ　Ｄ－３３４３で測定
した水素含有量が、１４．２５～１５ｗｔ％であることを特徴とする方法。
［態様１２］
　態様１１に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ　Ｄ－３３４３で測
定した水素含有量が、１４．８～１５ｗｔ％であることを特徴とする方法。
［態様１３］
　態様１に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ　Ｄ－２４０で測定し
た真燃焼熱が、１８，５００ＢＴＵ／ｌｂ超であることを特徴とする方法。
［態様１４］
　態様１３に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ　Ｄ－２４０で測定
した真燃焼熱が、１８，５００～１９，０００ＢＴＵ／ｌｂであることを特徴とする方法
。
［態様１５］
　態様１に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２９８で測定
した密度が、１５℃で０．７９９～０．８１５であることを特徴とする方法。
［態様１６］
　態様１５に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２９８で測
定した密度が、１５℃で０．７９９～０．８１５であることを特徴とする方法。［態様１
７］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の少なくとも１種が、イソパラフィン
から構成されることを特徴とする方法。
［態様１８］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体の少なくとも１種が、ノルマルパラフ
ィンから構成されることを特徴とする方法。
［態様１９］
　態様１に記載の方法において、前記ロケット推進薬の、ＡＳＴＭ－１３１９で測定した
芳香族化合物含有量が、０．０１ｖｏｌ％未満であることを特徴とする方法。
［態様２０］
　態様１に記載の方法において、前記炭化水素流体のいずれも、ＲＰ－１規格を満たさな
いことを特徴とする方法。
［態様２１］
　態様１に記載の方法において、前記ロケット推進薬が、粉末金属をさらに含むことを特
徴とする方法。
［態様２２］
　態様２１に記載の方法において、前記粉末金属が、アルミニウムであることを特徴とす
る方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図８】
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